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網膜発生に重要な機能を有する。多くの脊椎動物においては、Rax と Rax2 の
2 種類が存在し、Rax が網膜初期発生を制御し Rax2 は視細胞成熟を制御する




した。生後のマウス網膜において、Rax は生後 14 日目までの成熟過程の視細
胞に発現していた。また in situ ハイブリダイゼーションによって視細胞での
Rax の発現は生後 1 ヶ月程度まで続くことを観察した。次に視細胞に発現する
Rax を時期及び視細胞特異的に欠損させるために、Raxflox/flox マウスと視細胞特
異的プロモーターCrx (cone-rod homeobox)駆動性 CreERT2 トラスジェニック
マウスを掛け合わせて、Raxflox/flox;Crx-CreERT2 マウスを作製した。生後 4 日
目で Rax を欠損させたマウス網膜では、生後 20 日目までに視細胞に発現する
複数の遺伝子の発現が減少し、錐体視細胞が脱落することを見出した。さらに
生後 2 ヶ月の Rax 欠損マウスにおいて網膜電図(ERG)を測定したところ、網膜





因子 Crx および転写因子 Nrl (neural retina leucine zipper)と Rax を明らかに
するために、視細胞特異的遺伝子のロドプシン、S-オプシン及び M-オプシンの
プロモーター領域を用いてルシフェラーゼアッセイを行った。その結果、これ
らオプシン遺伝子の発現は Rax の濃度依存的に制御されること、また Rax は
Crx と協同して視細胞遺伝子の発現を制御することが示唆された。さらに Rax















た。次に Raxflox/flox;Crx-CreERT2 マウスを作製し、Rax を時期及び視細胞特異的
に欠損させたところ、生後20日目までに視細胞遺伝子の発現が減少し、錐体視細胞が脱
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